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３
月
だ
と
い
う
の
に
小
樽
北
運
河
は
、
ま
だ
重
た
い
雲

と
真
っ
白
い
雪
に
覆
わ
れ
て
、
真
冬
の
景
色
だ
っ
た
。
人

影
は
な
く
、
カ
ゴ
メ
が
一
羽
、
音
も
立
て
ず
に
飛
来
し
て

ガ
ス
灯
に
留
ま
っ
た
。
小
樽
運
河
は
全
長
１
１
４
０
メ
ー

ト
ル
。
そ
の
う
ち
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
が
、
道
路
建
設
の

た
め
、
運
河
幅
が
半
分
の
20
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
た
。
そ
こ

に
は
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
い
ま
観
光
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
北
の
手
宮
側
５
０
０
メ
ー
ル
ほ
ど

が
「
北
運
河
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
に
は
小
樽
の
原
風
景

が
残
っ
て
い
る
。

　

波
の
な
い
幅
40
メ
ー
ト
ル
の
運
河
に
は
小
型
船
舶
が
ず

ら
り
と
係
留
さ
れ
、
海
側
に
は
北
海
製
罐
の
工
場
や
倉
庫

が
立
ち
並
ぶ
。
北
端
に
あ
る
運
河
公
園
の
周
囲
に
は
歴
史

的
建
造
物
で
あ
る
木
骨
石
造
り
倉
庫
が
建
ち
、
西
側
に
は

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
日
本
郵
船
小
樽
支
店
が
あ

る
。
小
樽
の
歴
史
を
紐ひ

も
と
き解
き
な
が
ら
北
運
河
沿
い
を
散
策

す
る
と
、
江
戸
期
の
北
前
船
か
ら
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

と
、
激
動
期
を
経
て
現
代
に
続
く
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た

産
業
の
浮
沈
と
人
々
の
叫
び
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
気

が
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
の
小
樽
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
暮
ら
し
て

い
た
が
、
近
江
商
人
が
松
前
を
拠
点
に
足
場
を
築
き
、
ニ

シ
ン
漁
を
独
占
し
て
莫
大
な
富
を
手
に
し
た
。
明
治
以
降

は
、
北
海
道
開
拓
の
拠
点
と
な
る
札
幌
へ
の
、
人
と
物
資

の
玄
関
口
と
な
り
、
幌
内
炭
鉱
な
ど
の
石
炭
の
積
み
出
し

港
と
し
て
急
速
に
繁
栄
す
る
。
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年

に
は
北
海
道
の
北
部
、
東
部
、
南
部
へ
く
ま
な
く
鉄
道
網

が
伸
び
、
小
樽
は
道
内
の
商
圏
の
３
分
の
２
を
手
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

小
樽
港
は
防
波
堤
の
整
備
な
ど
で
近
代
化
が
図
ら
れ
、

沖
で

は
し
け
艀
に
降
ろ
し
た
荷
を
倉
庫
の
間
近
に
着
岸
し
て
荷
揚

げ
が
で
き
る
運
河
の
建
設
が
決
ま
る
が
、
議
論
が
右
往
左

往
し
、
完
成
ま
で
実
に
27
年
を
費
や
し
た
。
こ
の
間
に
、

運
河
は
時
代
の
流
れ
に
遅
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
第
１

次
世
界
大
戦
（
１
９
１
４
～
１
８
年
）
で
戦
火
に
見
舞
わ

れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
食
料
輸
出
が
急
増
し
、
小
樽
の
金

融
街
は
華
や
か
な
時
代
を
築
い
て
い
っ
た
。

　
　

小
樽
北
運
河
の

あ
る
手
宮
地
区
は

港
湾
労
働
者
の
街

で
も
あ
っ
た
。

　

北
海
道
新
聞「
文

学
の
中
の
小
樽
」

（
１
９
８
１
年
）で
、

現
・
小
樽
文
学
館

館
長
の
玉
川
薫
氏

が
解
説
し
て
い
る
。

一
部
を
要
約
す
る

と
以
下
の
通
り
だ
。

　

小
林
多
喜
二
の

未
完
の
長
編
『
転

形
期
の
人
々
』に
当
時
の
街
の
情
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

作
品
は
、
小
樽
の
町
の
全
景
か
ら
、
夕
暮
れ
の
海
岸
通
り

や
銀
行
街
を
叙
情
的
に
描
写
し
て
始
ま
り
、
一
転
し
て
市

街
地
の
北
端
、手
宮
の
労
働
者
街
の
貧
困
を
綿
密
に
描
く
。

　
「
手
宮
の
街
の
中
央
に
は
河
が
な
が
れ
て
い
て
、
そ
の

両
側
が
高
く
な
り
両
方
の
屋
並
が
向
い
合
っ
て
い
た
。
ど

の
家
も
煤
け
た
同
じ
型
の
長
屋
で
、
そ
れ
が
階
段
に
沿
っ

て
規
則
正
し
く
な
ら
ん
で
い
た
。
然し

か

し
下
の
方
へ
移
る
に

従
っ
て
屋
並
が
乱
れ
、
汚
い
小
さ
い
家
が
ゴ
ジ
ャ
ゴ
ジ
ャ

に
固
ま
り
、
押
し
あ
い
、
へ
し
あ
い
し
た
。
…
」

　

作
品
の
舞
台
は
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
前
後
か
ら
28

（
昭
和
３
）
年
ご
ろ
ま
で
の
小
樽
。
25
年
に
手
宮
公
園
で

開
か
れ
た
第
１
回
メ
ー
デ
ー
、
27
年
の
日
本
で
最
初
の
産

業
別
ゼ
ネ
ス
ト
と
な
っ
た
小
樽
港
湾
争
議
が
起
こ
り
、
そ

し
て
翌
年
、
治
安
維
持
法
に
よ
っ
て
組
合
活
動
家
ら
を
一

小樽市

外
階
段
が
特
徴
の
北
海
製
罐
第
３
倉
庫
。

小樽の原風景残る北運河
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斉
検
束
す
る
「
三
・
一
五
事
件
」
が
起
き
て
い
る
。

　

メ
ー
デ
ー
で
手
宮
公
園
に
集
ま
っ
た
２
０
０
０
人
の
参

加
者
の
大
部
分
、
ま
た
三
・
一
五
事
件
で
検
束
さ
れ
た
多

く
の
人
々
が
、
こ
の
街
の
住
民
だ
っ
た
。

　

当
時
の
荷
役
労
働
者
の
労
働
時
間
は
日
の
出
か
ら
日
没

ま
で
、「
ケ
ガ
と
弁
当
は
人
夫
持
ち
」
と
さ
れ
、
ケ
ガ
の

治
療
代
は
労
働
賃
金
か
ら
差
し
引
か
れ
、
ケ
ガ
が
治
ら
ず

現
場
に
帰
れ
な
い
と
き
は
、
米
１
俵
か
５
円
～
10
円
を
支

給
さ
れ
て
解
雇
さ
れ
た
。
小
樽
の
繁
栄
の
裏
側
に
は
冷
徹

な
搾
取
の
構
造
も
あ
っ
た
。
現
在
の
手
宮
は
「
作
品
の
中

に
も
出
て
く
る
市
場
や
古
い
飲
食
店
、
路
地
の
家
並
が
当

時
の
面
影
を
わ
ず
か
に
残
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、
歴

史
を
担
っ
た
人
々
の
、
素
朴
で
人
情
に
厚
く
忍
耐
強
い
気

質
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
玉
川
氏

は
記
し
て
い
る
。

1922（大正11）年に完成した小樽運河は全長1140メートル。そのうち約600メートルが道路建設のため運河幅が半
分の20メートルになったが、北側の500メートルほどは「北運河」と呼ばれ、小樽の原風景を残す。

運河幅40メートルの北運河には、新雪をまとった小
型船舶が係留されていた。後ろに見えるのは、左が北
海製罐の小樽工場で、右が同第３倉庫。


